


す

心
象
の
富
山

長
、津

忠
徳、

ま
だ
、

Y
S
H
が
富
山

・
東
京
聞

を
飛
ん
で
い
た
頃
の
こ
と
。
初
め
て

空
路
で
故
郷
ヘ
帰
っ
た
そ
の
日
は

ま
さ
に
雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
。
初
夏

の
陽
差
し
が
、
実
に
心
地
よ
い
目
だ

っ
た
。

る
で
模
型
の
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に

機
は
、
か
つ
て
家
族
と
、
仲
間
と
、

ま
た
、
学
校
か
ら
の
夏
の
登
山
で
泊

っ
た
「
一
ノ
越
山
荘
」
の
上
を
か
す

め
る
よ
う
に
飛
人
だ
。

「
富
山
の
男
は
、
立
山
に
登
ら
ん

と

一
人
前
に
な
れ
人
。
」
と
、
父
が
つ

れ
て
登

っ
て
く
れ
た
の
は
、
私
が
六

歳
の
時
だ
っ
た
。
か
つ
て
山
男
だ

っ

た
父
の
仲
間
が
、

「
こ
れ
が
、
あ
人
た
の
息
子
か
。
」

と
、
メ
ッ
コ
の
ご
飯
の
力
レ
|

・
ラ

イ
ス
を
お
か
わ
リ
し
た
私
を
見
て
、

楽
し
そ
う
に
父
と
飲
人
で
い
た
シ
ー

ン
を
い
ま
だ
に
覚
え
て
い
る
。
あ
の
頃

は
、
弥
陀
ヶ
原
か
ら
歩
き
、

一
ノ
越

で
一
泊
し
て
、
翌
朝
、
御
来
光
を
拝

人
だ
も
の
だ
。

羽
田
空
港
離
陸
直
後
、
機
内
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
、
航
路
の
変
更
を
伝
え
た
。

ア
ル
プ
ス
越
え
で
、

一
直
線
に
富
山

ヘ
向
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

中
央
ア
ル
プ
ス
の
山
々
の
上
を
飛

人
だ
機
は
、
や
が
て
、
黒
四
ダ
ム
の

上
空
に
達
し
た
。
粋
な
機
長
の
計
ら

い
で
、
左
右
の
列
の
客
の
た
め
に
、

方
向
を
変
え
て
、
ダ
ム
の
上
空
を
、

機
は
二
周
。
眼
下
の
ダ
ム
は
、
明
る

い
ビ

l
コ
ッ
ク

・
グ
リ
ー
ン
の
湖
水

を
湛
え
、
巨
大
な
そ
の
堰
堤
は
、
ま

ト
北陸新幹線本格着工への足がかり

一駅周辺環境整備事業スター

山
頂
の
雄
山
神
社
の
杜
を
右
に
見

る
。
風
雪
に
耐
え
た
木
の
肌
の
感
触

が
伝
わ
っ
て
く
る
ほ
ど
近
く
を
飛
ぶ
。

み
く
り
が
池
、

あ
っ
と
い
う
聞
に
、

地
獄
谷
を
越
え
て
弥
陀
ヶ
原
の
上
。

そ
し
て
機
は
施
回
に
移
っ
た
。

見
え
る
。
見
え
る
。
富
山
平
野
が
、

そ
し
て
、
常
願
寺
川
の
大
扇
状
地
の

様
子
が
、
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
遠

く
に
能
登
半
戸
ー
か
伸
び
、
光
る
海
が
、

そ
し
て
、
富
山
市
街
の
ビ
ル
群
も
見

え
て
い
る
。

る
接
触
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。
自
分
が
知
っ
て
い
る
そ
の
土
地

生
ま
れ
て
初
め
て
見
た
、
故
郷
の

姿
だ
。
光
景
と
は
、
こ
の
こ
と
な
の

か
:
:
:
と
、
光
の
中
の
故
郷
を
見
な

が
ら
言
葉
を
探
し
た
。

瞬
時
に
、
そ
の
光
景
は
、
想
い
出

と
重
な
っ
て
、
立
体
感
を
増
し
、
ま

る
で
自
分
が
大
男
に
な
っ
た
か
の
よ

の
新
し
さ
と
な
つ
か
し
さ
に
満
ち
た

光
景
は
、
い
き
お
い
、
身
体
を
覚
醒

さ
せ
て
く
る
。
ま
る
で
自
分
が
、
富

山
と
い
う
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
い
る

よ
う
な
、
そ
人
な
感
じ
で
あ
る
。

今
で
も
、
あ
の
光
景
は
、
私
に
と

う
な
錯
覚
を
覚
え
た
も
の
だ
。
自
分

の
足
が
、
富
山
の
大
地
に
着
い
て
い

つ
て
の
故
郷

・
富
山
の
原
像
で
あ
る
。

強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
で
、
あ
の
、
空

か
ら
見
た
富
山
が
、
自
分
の
中
に
息

づ
い
て
い
る
こ
と
を
、
実
感
す
る
。

「
イ
メ
ー
ジ
」
に
関
わ
る
日
常
の

仕
事
の
中
で
、
い
つ
も
、
ま
な
ざ
し

の
冒
険
を
試
み
る
。
見
方
を
変
え
て
、

も
の
ご
と
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
新

し
い
発
見
の
感
動
が
、
実
は
「
イ
メ

ー
ジ
」
創
造
の
原
点
だ
と
信
じ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

(
富
山
県
イ
メ
ー
ジ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
)

A鎌入れをする知事

三
月
十
六
日
、
北
陸
新
幹
線
富
山

駅
周
辺
環
境
整
備
事
業
の
起
工
式
が

富
山
駅
構
内
で
三
塚
運
輸
大
臣
を
は

じ
め
来
賓
多
数
の
臨
席
の
も
と
に
挙

行
き
れ
ま
し
た
。

」
の
事
業
は
、
在
来
線
駅
に
併
設

さ
れ
る
新
幹
線
駅
に
お
い
て
、
駅
周

辺
開
発
等
の
地
域
計
画
と
の
協
調
を

保
ち
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

工
事
内
容
は
現
駅
舎
の
改
札
口
付
近

に
上
屋
を
設
け
、

一
階
は
在
来
線
通

路、

二
階
は
待
ち
合
い
室
に
利
用
し
、

旅
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
ろ
う
と

q 

す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
新
幹
線
乗
り
入
れ
時
に
は
、

橋
脚
の

一
部
と
し
て
使
用
で
き
る
よ

う
、
構
造
面
の
配
慮
も
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
新
幹
線

本
体
工
事
の

一
部
が
着
手
さ
れ
た
も

の
と
一言
え
ま
す
。

な
お
、

工
事
費

工
期
は
十
か
月
、

は
約
四
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

(
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
詳
し
く
は

本
文

一
四
ペ
ー
ジ
以
下
を
御
覧
下
さ
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四
月
の
春
風
拡
昭
和
穴
十
一
年
度
の
始
ま
り
を
運
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
私
遣
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
は
、
高

齢
化
の
進
行
や
さ
ま
ざ
ま
の
価
値
観
、
そ
し
て
、
高
度
な
情
報
化
や
急
速
な
国
際
化
進
展
な
ど
、
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
行
政
の
面
で
も
、
こ
う
し
た
新
た
な
諜
題
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て

お
り
大
胆
な
発
想
、
深
い
洞
察
力
、
た
く
ま
し
い
行
動
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
知
恵
と
行
動
力
の

競
争
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
豊
か
な
資
質
を
活
力
の
源
泉
と
し
て
と
も
に
手

を
た
ず
さ
え
、
や
が
て
到
来
す
る
こ
十
一
世
紀
に
向
け
て
本
県
が
た
く
ま
し
く
躍
進
す
る
よ
う
全
力
を
つ
く
さ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
政
運
営
の
基
本
姿
勢
は
、
県
民
本
位
の
県
政
、
開
か
れ
た
県
政
、
計
画
県
政
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、

県
民
に
よ
る
県
民
の
た
め
の
県
政
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昭和61年度一般会計予算

361，973百万円

川
一
川
一
川
一
州
市
一
川

17，873百万円

16，657百万円

16，699百万円

16，051百万円

15，758百万円

12，018百万円

予

算

昭
和
六
十
一
年
度
予
算
は
、

会
計
三
千
六
百
十
九
億
七
千
三
百
十

五
万
円
、
特
別
会
計
六
百
二
十
四
億

五
千
二
百
七
十
一
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
総
額
四
千
二
百
四
十
四
億
二
千

五
百
八
十
五
万
円
、
昭
和
六
十
年
度

当
初
予
算
総
額
に
対
し
五
・
ム
ハ
バ
の

伸
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

般

厳
し
い
財
政
環
境
の
な
か
で
、
財

源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歳

出
の
合
理
化
、
効
率
化
を
図
り
、
多

地方交付税

90，868百万円

25.1% 

国庫支出金

87，130百万円

24.1% 

10，148百万円
の

概

要

ツ
県
」
、
「
花
と
緑
の
県
」
、
「
科
学
・

様
な
県
民
ニ
!
ズ
に
こ
た
え
、
厳
し

昭和61年度予算
昭和61年度一般会計歳出予算性質別内訳

さ
の
な
か
に
も
県
民
が
夢
と
希
望
を

の
三
つ

の
目
標
に
挑
戦
し
、

文
化
県
」

県
民
だ
れ
も
が
誇
り
と
生
き
が
い
を

も
て
る
よ
う
、

可
能
な
か
ぎ
り
積
極

実
感
す
る
こ
と
の
で
き
る
素
晴
ら
し

的
な
予
算
と
し
て
お
り
ま
す
。

富
山
県
民
総
合
計
画
に
基
づ
く
、

歳
入
予
算
に
つ
い
て
は
、

い
富
山
県
を
築
い
て
い
き
ま
す
。一

般
会

「
明
日
を
拓
く
人
づ
く
り
ヘ
「
魅
力

計
の
う
ち
、
県
税
、
地
方
交
付
税
、

あ
る
郷
土
づ
く
り
」
、
「
活
力
あ
る
産

国
庫
支
出
金
、
県
債
な
ど
は
、

れ
も
経
済
動
向
や
歳
出
に
見
合
う
額

業
づ
く
り
」

の
三
大
政
策
を
着
実
に

推
進
し
、
「
活
力
と
温
か
い
心
に
満
ち

た
美
し
い
ふ
る
さ
と
」

の
実
現
を
め

を
算
定
し
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

使
用
料
お
よ
ぴ
手
教
料
に
つ
い
て

は
、
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
過

ざ
し
、

「
健
康
・
ス
ポ

l

日
本
一
の

2
 

区 分 金額(百万円) 構成比例}

人 件 費 124，678 34.4 

物 {牛 費 12，259 3.4 

扶 助 費 12，709 3.5 

補助費等 19，587 5.4 

普通建設事業費 121，081 33.5 

公 債 費 39，427 10.9 

貸 付 金 19，270 5.3 

そ の 他 12，962 3.6 

計 361，973 100.0 

3，619億7，315万円

624億5，271万円

4，244億2，585方向

0一般会計

o特別会計

額総

3 

去
の
実
績
等
を
勘
案
し
、
見
込
み
得

る
額
を
計
上
し
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

の
使
用
料
に
つ
い
て
は
改
定
を
据
え

置
き
ま
し
た
が
、
県
立
高
等
学
校
の

授
業
料
に
つ
い
て
は
、
施
設
費
、
運

営
費
等
の
増
加
、
地
方
財
政
計
額
の

基
準
額
等
を
勘
案
し
、
改
定
を
行
っ

い
ず

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
組
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

使
用
料
、
繰
入
金
等
の
収
入
に
つ
い

て
、
過
去
の
実
績
な
ど
を
検
討
の
う

え
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
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明
日
を
拓
く
人
づ

人
づ
く
り
こ
そ
、
明
日
の
富
山
県

を
拓
く
鍵
で
あ
り
、
活
力
と
あ
た
た

か
い
心
に
満
ち
た
富
山
県
は
、
心
身

と
も
に
健
康
で
創
造
性
に
富
み
、
思

い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
心
を
も
っ
た

県
民
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
す
。

県
民
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
な
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、
「
自
分
の
健
康

は
自
分
で
つ
く
る
」
と
い
う
自
覚
と

意
欲
に
支
え
ら
れ
た
健
康
づ
く
り
の

実
践
が
基
礎
と
な
り
ま
す
。

日
本

一
の
健
康
県
を
め
ざ
し
た
県

民
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
ほ
か
、

動
く
健
康
教
室
や
県
民
運
動
モ
デ
ル

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
県
民
の
健
康

づ
く
り
が

一
層
定
着
す
る
よ
う
に
し

ま
ス す
ポ

、ソ

レ
ケ

コ二

ン
ヨ
;ノ

の
振
興
に
つ
い
て
は
、

二
0
0
0年

国
民
体
育
大
会
の
開
催
誘
致
に
向
け

て
努
力
す
る
一
方
、
中
・
長
期
的
計

設
に
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰

促
進
の
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る
ほ

か
、
養
護
学
校
等
の
施
設
整
備
も
進

め
ま
す
。

児
童
や
母
子
福
祉
に
つ
い
て
は
、

保
育
所
等
の
整
備
運
営
に
助
成
す
る

ほ
か
、
冬
期
間
の
雪
っ
子
育
成
推
進

事
業
に
助
成
し
ま
す
。

く
り

画
を
策
定
し
、
体
制
の
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
運
動
公
園
の
基
本

設
計
や
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
中
体
育

館
お
よ
ぴ
研
修
棟
の
建
設
に
着
手
す

る
ほ
か
、
通
年
利
用
型
四
十
メ
ー
ト

ル
級
ジ
ャ
ン
プ
台
や
ラ
イ
フ
ル
射
撃

場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
に
も
と
づ

き
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
普
及
推

進
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
の
設
定
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作

成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
五
福
公
園
、

常
願
寺
川
公
園
等
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ

l
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

疾
病
予
防
対
策
と
し
て
は
、
が
ん

対
策
基
金
の
造
成
、
胃
が
ん
検
診
車

の
整
備
を
図
る
ほ
か
、
黒
部
保
健
所

に
胃
が
ん
検
診
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

医
療
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
開
始

す
る
ほ
か
、
高
志
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
院
の
増
床
、
厚
生
連
高
岡
病

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で

も
学
べ
る
生
涯
教
育
の
体
制
守
つ
く
り

を
行
い
ま
す
。

高
岡
高
等
学
校
の
全
面
改
築
に
着

手
す
る
ほ
か
、
既
設
校
の
増
改
築
、

第
二
体
育
館
等
の
建
設
を
推
進
し
ま

院
改
築
に
対
す
る
助
成
を
行
い
、
ま
た

県
立
中
央
病
院
改
築
の
基
本
構
想
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

一結
審
婚
葬
繋

県
民
が
不
安
の
な
い
幸
せ
な
生
活

を
営
む
た
め
に
は
、
家
庭
、
地
域
社

会
、
施
設
の
三
者
が

一
体
と
な
っ
た

地
域
総
合
福
祉
を
推
進
し
、
福
祉
充

実
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
化
社
会
対
策
と
し
て
、
高
齢

者
社
会
活
動
参
加
促
進
事
業
に
助
成

を
行
う
ほ
か
、
生
き
が
い
対
策
メ
ニ

ュ
ー
事
業
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
特

別
養
護
老
人
ホ

l
ム
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
整
備
し
、
ま
た
デ

l
・
サ

ー
ビ
ス
事
業
等
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
配
膳
し
た
助
成
を
行
い
ま
す
。

障
害
者
福
祉
と
し
て
は
、
国
際
障

害
者
年
の
中
間
点
を
機
に
ナ
イ
ス
ハ

ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
ほ

か
、
精
神
薄
弱
者
生
活
寮
の
設
置
、

視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
建

す
。
ま
た
、
教
員
、
外
国
人
英
語
指

導
員
を
増
員
す
る
な
ど
、
時
代
の
要

請
に
こ
た
え
た
学
校
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
な
お
、
い
じ
め
等
の
問

題
に
つ
い
て
は
指
導
相
談
体
制
の
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
富
山
県

高
岡
文
化
ホ

l
ル
を
十
月
に
開
館
す

る
ほ
か
、
県
民
大
学
校
や
特
別
指
導

者
の
招
へ
い
な
ど
学
習
の
場
と
機
会

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
高
等
教
育
機
関
に
対
す
る

支
援
、
新
大
学
構
想
の
検
討
を
引
き

続
き
進
め
ま
す
。

創
造
的
で
う
る
お
い
の
あ
る
文
化

的
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
施
策
を
積

極
的
に
講
じ
ま
す
。

県
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
合
同
演
奏
会

や
日
本
海
美
術
展
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
芸
術
文
化
振
興
基
金
を
拡
充

し
、
芸
術
鑑
賞
機
会
の
増
大
や
創
作

活
動
の
支
援
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
県
立
の
博
物
館
基
本
構
想

の
策
定
を
進
め
る
ほ
か
、
立
山
風
土

記
の
丘
等
の
施
設
整
備
も
す
す
め
ま
す
。

4 

川一
揖
潜
丘
一嫌
米
一彼
一川一一…川

む
と
r
mu一
戸
、
〉
広
三
、
京

純一一川
批
猪
粧
縁
側
側

青
少
年
健
全
育
成
運
動
の
推
進
を

図
る
ほ
か
、
青
年
の
日
記
念
事
業
の

実
施
、
青
年
サ
ロ
ン
の
開
設
、
日
本

5 

青
年
会
議
所
全
国
大
会
に
対
す
る
助

成
等
を
行
い
ま
す
。

婦
人
の
豊
か
な
能
力
と
情
熱
を
地

域
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
ウ
ー
マ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、

二
十一

世
紀
を
め
ざ
す
と
や
ま
女
性
プ
ラ
ン

の
策
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
婦

人
団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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闘
竺
開
凶
同
日
間
嗣
¥
ヘ
凶

活
力
あ
る
産
業
は
、
県
民
の
就
業

機
会
を
維
持
・
創
出
す
る
と
と
も
に
、

所
得
の
向
上
を
も
た
ら
し
、
安
定
し

た
豊
か
な
県
民
生
活
を
実
現
し
、
ま

た
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
福
祉
の
充

実
や
地
域
文
化
の
形
成
を
支
え
て
い

く
も
の
で
す
。

を
通
じ
創
造
性
豊
か
な
人
材
を
育
て
、

技
術
革
新
の
動
向
に
積
極
的
に
対
応

し
て
い
く
た
め
の
環
境
条
件
の
整
備

を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

県
内
企
業
の
技
術
高
度
化
の
拠
点

と
し
て
本
年
七
月
に
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
す
る
ほ
か
、
機
械

電
子
研
究
施
設
の
整
備
基
本
構
想
を

策
定
す
る
な
ど
、
高
次
研
究
機
能
の

整
備
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
産
業
技
術
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
共
同
研
究
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
試
験
研
究
機
関
の
先
端
技
術

な
ど
総
合
的
な
施
策
を
展
開
す
る
ほ

か
、
新
地
場
産
業
集
積
圏
構
想
を
策

定
し
、
新
し
い
地
場
産
業
の
あ
り
方

を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

の
研
究
開
発
も
推
進
し
、
そ
の
機
能

強
化
を
図
り
ま
す
。

州開
骨
関
一冊

農
林
水
産
業
は
、
食
糧
の
安
定
供

給
を
は
じ
め
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

の
形
成
な
ど
県
民
生
活
の
安
定
と
経

済
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

農
林
水
産
業
の
重
要
性
に
か
ん
が

み
、
活
力
あ
る
「
人
づ
く
り
」
、
豊
か

な
「
も
の
づ
く
り
」
、
潤
い
あ
る
「
む

ら
づ
く
り
」
を
施
策
の
柱
と
し
て
、

農
山
漁
村
の
活
性
化
を
進
め
、
魅
力

あ
る
農
林
水
産
業
の
実
現
を
図
り
ま

す
。農

業
に
つ
い
て
は
、
農
地
の
流
動

化
や
地
域
農
業
の
組
織
化
を
促
す
諸

施
策
を
推
進
し
、
農
業
の
担
い
手
育

成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
良
質
米
生

産
に

一
層
の
努
力
を
重
ね
る
ほ
か
、

生
産
性
の
高
い
転
作
の
定
着
化
に
努

め
ま
す
。
野
菜
・花
き
等
の
振
興
の
た

商
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
を
魅
力
あ
る

め
、
花
き
卸
売
市
場
の
設
置
や
優
良

果
樹
苗
木
導
入
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
肉
用
牛
改
良

増
殖
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備
を
進
め
総

合
的
な
振
興
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
営
林
指
導
員

の
配
置
や
間
伐
促
進
に
県
単
独
の
助

成
措
置
を
講
じ
て
い
く
ほ
か
、
五
月

に
オ
ー
プ
ン
す
る
木
材
利
用
普
及
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
普
及
啓
発
活
動

を
展
開
し
ま
す
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、

つ
く
り
育

て
る
漁
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
漁
業

者
の
経
営
安
定
に
資
す
る
た
め
漁
業

振
興
資
金
の
拡
充
等
を
図
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
特
産
物
の
振
興
と
普
及

を
図
る
た
め
、
特
産
王
国
づ
く
り
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

川
瀬
幽

mm峨園
川
川一

生
活
の
向
上
、
雇
用
の
安
定
確
保

を
図
る
た
め
、
創
造
性
豊
か
な
工
業

の
育
成
が
重
要
で
す
。

産
業
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
、
地

域
小
売
商
業
消
費
者
関
連
事
業
、
情

報
化
モ
デ
ル
事
業
等
を
実
施
す
る
ほ

か
商
庖
街
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
イ
ベ

ン
ト
事
業
に
対
す
る
助
成
等
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は

「
い
き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、

冬
の
観
光
振
興
の
た
め
、
「
冬
の
い
き
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行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
行
政
機

構
の
再
編
整
備
、
事
務
事
業
の
見
直

し、

許
認
可
事
務
の
合
理
化
な
ど
、

行
政
運
営
の
活
性
化
を
図
り
ま
す

(
本
文
叩
・
日

ペ
l
ジ
参
照
)
。

ま
た
、
県
民
に
聞
か
れ
た
県
政
を

お
よ
び
県
庁
別
館
を
完
成
さ
せ
、
そ

の
体
制
整
備
を
進
め
ま
す
。

推
進
す
る
た
め
、
県
政
パ
ス
教
室
の

拡
充
な
ど
広
報
公
聴
活
動
を
さ
ら
に

充
実
す
る
と
と
も
に
、
情
報
公
開
に

対
応
す
る
た
め
の
公
文
書
セ
ン
タ
ー

B 

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
を
推
進
す
る

た
め
、
富
山
技
術
開
発
財
団
の
体
制

整
備
等
を
図
る
ほ
か
、
産
業
情
報
セ

ン
タ
ー
に
基
金
を
造
成
し
、
情
報
基

盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
と
体
質

の
強
化
に
資
す
る
た
め
短
期
小
口
事

業
資
金
の
創
設
な
ど
県
単
独
中
小
企

業
融
資
制
度
の
拡
充
を
図
る
ほ
か
、

ハ
イ
テ
ク
ミ
ニ
企
業
育
成
資
金
や
ハ

イ
テ
ク

・
情
報
機
器
等
リ

l
ス
制
度

を
創
設
し
ま
す
。

地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

商
品
開
発
、
需
要
開
拓
、
人
材
養
成

高
年
齢
者
特
別
求
人
開
拓
員
や
人
材

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
活
用
等
に
よ
り

離
職
者
の
再
就
職
の
促
進
と
雇
用
の

安
定
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、

U
タ
l
ン
希
望
者
の
受
け

入
れ
促
進
の
た
め
の
情
報
提
供
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

高
等
技
能
学
校
に
つ
い
て
は
、
施

設
整
備
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

整
備
基
本
構
想
を
策
定
し
、
併
せ
て

民
間
職
業
訓
練
の
促
進
を
図
り
、
技

術
革
新
に
対
応
し
た
職
業
能
力
開
発

に
努
め
ま
す
。

労
働
福
祉
に
つ
い
て
は
、
勤
労
者

福
祉
の
増
進
に
努
め
る
ほ
か
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
の
趣
旨
に
も
と
づ

き
、
女
子
労
働
者
の
地
位
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

9 

ま
た
、
素
晴
ら
し
い
富
山
の
良
さ

を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
県
内

外
に
富
山
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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行政の実現ヘ

行政改革の概要

ラ
ン
の
策
定
を
図
る
ほ
か
、

二
千

年
国
体
の
実
現
へ
向
け
て
国
体
誘

致
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
と

新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
し
て
い
く

た
め
次
の
と
お
り
組
織
機
構
の
再
編

整
備
も
図
り
ま
す
。

①
 
情
報
公
開
制
度
の
実
施
に
備
え

総
務
部
総
務
課
、
統
計
情
報
課
、

情
報
公
開
準
備
室
を
再
編
整
備
し
、

総
務
課
に
、
「
情
報
公
開
班
」
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
「
統
計
課
」
を

設
置
し
ま
す
。

②
 
農
業
特
産
を

一
層
振
興
す
る
た

め
、
農
業
水
産
部
の
農
産
普
及
課

と
園
芸
特
産
課
と
を
再
編
整
備
し

「
普
及
指
導
課
」
と
「
農
産
園
芸

課
」
を
設
置
し
ま
す
。

③
 
土
木
部
道
路
課
の
道
路
整
備
の

長
期
計
画
、
雪
対
策
部
門
等
と
用

地
課
を
再
編
整
備
し
、
「
企
画
用
地

課
」
を
設
置
し
ま
す。

④
 
生
活
環
境
部
土
地
対
策
課
の
所

掌
事
務
は
、
県
民
生
活
課
、
企
画

用
地
謀
、
管
理
課
に
分
掌
し
ま
す
。

職
業
訓
練
課
は
、
時
代
の
要
請

⑤ 
に
応
じ
た
職
業
人
を
育
成
す
る
た

め
「
職
業
能
力
開
発
課
」
に
名
称

昨
年
十
一
月
に
「
富
山
県
の
行
政

改
革
推
進
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
」

の
提
言
が
富
山
県
行
政
改
革
委
員
会

か
ら
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
こ

の
委
員
会
で
は
、
こ
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
当
面
具
体
的
に
措
置
す
べ

き
改
善
事
項
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
、

一一
月
十
四
日
、
そ
の
成
案
を
中
沖
知

事
に
報
告
し
ま
し
た
。

県
で
は
、
こ
の
報
告
に
基
づ
き
、

行
政
機
構
の
整
備
や
事
務

・
事
業
の

見
直
し
等
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

行
政
改
革
は
、
単
に
行
政
の
簡
素

合
理
化
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
県
民

の
期
待
に
応
え
、
新
た
な
時
代
の
要

請
に
即
応
し
た
積
極
的
な
行
政
を
実

現
す
る
た
め
の
基
礎
づ
く
り
で
す
。

ま
た
、
行
政
の

一
層
の
活
性
化
を
目

指
し
て
、
行
政
に
携
わ
る
職
員

一
人

ひ
と
り
が
不
断
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

行
政
機
構
の
整
備

付
本
庁
及
ぴ
出
先
機
関

本
庁
及
ぴ
出
先
機
関
の
組
織
機
構

変
更
し
ま
す
。

⑥
 
自
然
保
護
行
政
と
関
連
行
政
と

の

一
元
的
推
進
を
図
る
た
め
、
生

活
環
境
部
の
自
然
保
護
課
を
農
地

林
務
部
へ
移
管
し
ま
す
。

審
議
会
及
ぴ
協
議
会

既
に
役
割
の
終
わ
っ
た
と
判
断
で

き
る
も
の
又
は
設
置
の
必
要
性
が
低

下
し
、
廃
止
し
て
も
重
大
な
支
障
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
三
件
、
国

の
必
置
規
制
の
緩
和
に
伴
う
も
の
の

廃
止
及
ぴ
統
合
二
件
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
委
員
の
選
任
に
当
た
っ
て

は
、
審
議
会
、
協
議
会
等
の

一
層
の

活
性
化
を
図
り
、
役
割
を
十
分
発
慢

で
き
る
よ
う
、
幅
広
い
清
新
な
人
材

の
起
用
と
、
職
責
を
十
分
に
果
た
し

得
る
人
物
の
選
任
を
す
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

適
正
な
人
事
管
理
の
実
現

職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
組
織
機

構
の
再
編
整
備
等
に
よ
り
、
十
人
の

減
員
を
図
り
ま
す
。

職
制
に
つ
い
て
は
、
国
の
必
置
規

制
の
緩
和
に
伴
い
「
統
計
主
事
」
等

三
件
の
職
制
を
廃
止
し
ま
す
。

給
与
制
度
に
つ
い
て
は
、
退
職
手

当
支
給
率
の
引
下
げ
の
ほ
か
、

特
殊

に
つ
い
て
、
全
部
局
に
わ
た
っ
て
見

直
し
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
「
三
つ
の
日
本
ご
の

県
政
基
本
目
標
を
着
実
に
実
現
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
行
政
機
構
の
再

編
整
備
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

① 

知
事
公
室
と
生
活
環
境
部
を
再

編
整
備
し
、
「
企
画
県
民
部
」
を
設

置
し
、
企
画
県
民
部
に
「
企
画
調

整
室
」
を
設
け
、
部
局
間
の
諸
施

策
の
総
合
的
企
画
調
整
を
図
り
ま

す
。

② 

学
術
交
流
、
国
際
交
流
の
一
層

の
推
進
を
図
る
た
め
総
務
部
に
、

「
学
術
国
際
課
」
を
設
け
ま
す
。

工
業
試
験
場
と
繊
維
工
業
試
験

場
の
総
合
化
を
図
り
、
富
山
テ
ク

③ 
ノ
ポ
リ
ス
推
進
の
中
核
を
担
う
、

「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し

ま
す
。

④ 

農
業
関
連
の
試
験
研
究
機
関
等

の
総
合
化
を
図
り
、
「
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

農
地
林
務
部
庶
務
課
を
「
農
林

⑤
 管

理
課
」
に
名
称
変
更
し
、
グ
リ

ー
ン
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
緑
化
推

進
係
を
設
置
し
ま
す
。

⑥
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム

を
設
け
、
県
民
の
健
康
守
つ
く
り
プ

勤
務
宇
当
の
統
廃
合
六
件
を
行
い
ま
す
。

人
事
管
理
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
多

様
化
、
高
度
化
に
即
応
す
る
た
め
、
優
秀

な
職
員
の
確
保
、
職
員
の
資
質
の
向
上

を
図
る
た
め
の
方
策
を
進
め
ま
す
。

事
務
・
事
業
の
見
直
し

栄
養
指
導
車
巡
回
指
導
事
業
等
十

件
の
事
務

・
事
業
を
廃
止
し
、
六
件

を
統
合
し
ま
す
。

許
認
可
事
務
に
つ
い
て
は
、
文
書

様
式
の
統

一
等
に
よ
り
合
理
化
、
迅

速
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
専
決
権

限
の
下
部
移
譲
十
二
件
、
支
出
負
担

行
為
決
裁
区
分
の
見
直
し
七
件
、
補

助
金
等
手
続
の
申
請
様
式
の
簡
素
化

一
件
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

ま
た
行
政
と
民
間
と
の
役
割
分
担

の
見
直
し
を
進
め
、
砺
波
採
穂
園
の

管
理
等
、
民
間
委
託
を
推
進
し
ま
す
。

事
務
改
善
の
推
進

事
務
の
管
理
運
営
の
効
率
化
を
進

め
る
た
め
機
械
化
、
電
算
化
を
図
る

ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
等

O
A
機
器
の
試

行
的
導
入
を
進
め
ま
す
。

財
政
運
営
の
健
全
化

補
助
金
の
整
理
合
理
化
を
図
り
、

廃
止
七
件
、
終
期
設
定
二
十
八
件
を

行
い
ま
し
た
。

機構改革のあらまし

-
知
事
公
室

(国
際
交
流
、

高
等
教
育
機
関
整
備
)

・
総
務
課

1
総
務
係

J
十
|
外
事
係

一
下
法
規
係

一
下
文
書
係

一
「
学
事
係

「
ー
県
史
編
さ
ん
班

・
情
報
公
開
準
備
室

-
統
計
情
報
課1

庶
務
係

下
経
済
動
態
係

下
人
口
労
働
係

下
商
工
係

下
生
計
農
林
係

下
情
報
普
及
係

「

シ
ス
テ
ム
管
理
係

|日

機

(知
事
公
室
)

1
政
策
担
当

下
総
合
計
画
室

下
新
幹
線
対
策
室

下
水
雪
対
策
室

下
秘
書
課

「
広
報
課

(生
活
環
境
部
)

1
県
民
生
活
課

下
婦
人
青
少
年
課

下
土
地
対
策
課

下
環
境
整
備
課

下
公
害
対
策
課

「
自
然
保
護
課

営
指

霊
「丁「
工商指
業業導
診診係
断 断
係係

-
職
業
訓
練
課

ー
管
理
係

「
訓
練
係

-
農
業
普
及
課

1
業
務
係

下
普
及
教
育
係

|
寸

l

下

農

産

係

一
「
営
農
環
境
係

「

l
!
専
門
技
術
員

m

-
園
芸
特
産
課

1
果
樹
特
産
係

「
野
菜
花
き
係

用
地
課

「寸一寸

高指管
速導理
道係係
路
係

-
道
路
課

雪舗維 橋 改 計 管 業
寒装持 り 良 画 理 務
対係係よ係係係係
策う
係係

-
庶
務
課

iTI 
業経庶
務理務
係係係

構

新

機

4誇

企
画
調
整
室

(調
整
班
・
政
策
班
・
総
合
計
画
班
)

新
幹
線
対
策
室

水
雪
対
策
室

県
民
生
活
課

秘
書
課

広
報
課

婦
人
青
少
年
課

環
境
整
備
課

公
害
対
策
課

ヘ
・
自
然
保
護
課
↓
農
地
林
務
部
へ
移
管
J

7
土
地
対
策
課
↓
県
民
生
活
課
に
土
地
一

f

対
策
係
を
設
置
」

10  1 1 

-
道
路
課

-
|農|
|本本
υ窓 lr巨1

団|
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昭
和
五
十
九
年
十
月
に
、
県
立
技
術
短
期
大
学
地
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た

情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
短
大
の
学
生
、
研
究
員
は
い
う
に
及
ぱ
ず
、
小

中
学
生
や
主
婦
、
高
齢
者
の
方
々
ま
で
連
日
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
を
富
山
市
に
お
住
ま
い
の
立
花
千

津
子
さ
ん
に
ル
ポ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン

パ
ソ
コ
ン
、

マ
イ
コ
ン
、
は
で
き

て
高
度
情
報
化
社
会
と
は
い
か
な
る

も
の
か
。
こ
ん
な
私
が
情
報
教
育
セ

ン
タ
l
を
ル
ポ
す
る
こ
と
に
:
:
:
。

案
内
さ
れ
て
、
お
話
を
う
か
が
い

ま
A
F
-
-
)

れ~
。

お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
七
ン
タ
l
の

‘県民jレームには、
いろいろなパソコ
ンがあります。写
真はタートルロボ
ッ卜

人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
、
ワ
ー
プ
ロ
。

連
日
近
く
の
奥
様
方
が
い
ら
し
て
井

戸
端
会
議
な
ら
ぬ
ワ
ー
プ
ロ
会
議
を

聞
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

セ
ン
タ
ー
の
主
な
活
動
は
、
「
県
民

‘F

奥
様
方
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

が
ズ
ラ
リ
と
並
び
、
そ
こ
で
は
奥
様

方
が
講
習
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

'
ま
し
た
。
少
し
の
自
由
時
間
を
自
分

ま
し
た
。
三
階
の
県
民
ル

l
ム
に
は
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー

プ
ロ
、
タ
ー
ト
ル
ロ
ボ
ッ
ト
等
が
ワ

ン
フ
ロ
ア
ー
に
展
示
さ
れ
誰
も
が
自

の
可
能
性
を
発
見
す
る
時
間
に
変
え

て
い
る
奥
様
方
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚

か
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

由
に
操
作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
前
回
の
コ
ン
ピ
ュ

l

二
階
の

T
S
S実
習
室
は
、
主
と

タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
道
場
で
作
ら
れ

た
作
品
の
展
示
も
さ
れ
て
い
て
、
そ

れ
が
た
つ
た
の
二

・
三
日
習
っ
た
だ

し
て
技
術
短
大
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
実

習
や
研
究
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

県
民

T
S
S端
末
装
置
は
申
込
に
よ

け
の
中
学
生
が
作
っ
た
作
品
と
は
思

え
な
い
程
の
出
来
栄
え
、
私
も
作
っ

り

一
般
県
民
の
方
も
利
用
で
き
る
そ

う
で
す
。

T
S
S
(タ
イ
ム
シ
ェ
ア

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

フ
ロ
ア
ー
の

一
角
に
は
、
パ
ソ
コ
ン

リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
)
と
い
っ
て
も が

い
っ
ぱ
い

情
報
教
育
セ
ン
タ
ー

1 2  

ワ
ー
プ
ロ
の
集
い
L

、
「
県
民
パ
ソ
コ

タン
カの
ラ集
|い
グ」、

フ「
フ.中
イ学
ツ生
クコ
道ン
場ピ
」

コー

等 l

道
場
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
人
と
い

う
の
は
多
様
で
、
感
じ
方
、
心
の
思

い
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
、
何
流
で
も
よ

い
か
ら
自
分
を
出
す
と
い
う
こ
と
が

大
切
な
ん
だ
」
と
い
う
認
識
に
基
づ

い
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
他
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
求
め

に
応
じ
て
子
供
や
婦
人
会
な
ど
の
パ

ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
研
修
会
等
も
開

い
て
い
る
と
の
こ
と
。

セ
ン
タ
ー
内
を
見
せ
て
い
た
だ
き

私
に
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

A

言

。
・刀

そ
れ
か
ら
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
つ
い
て
も
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
に
加
え

て
、
セ
ン
タ
ー
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
活
用
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
。

六
十

一
年
度
に
は
、
技
術
短
大
生
の

実
習
を
充
実
す
る
た
め
、

C
・
A
-

D
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
い
う
こ

と

(よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

が
使
え
な
い
と
実
社
会
で
仕
事
に
つ

い
て
い
け
な
い
よ
う
で
す
)
。
ま
た
、

将
来
的
に
は
試
験
研
究
機
関
と
の
連

携
を
強
め
て
、
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

13  

の
共
同
利
用
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
、
そ
の
た
め
の
機
械
の
開
発
も

行
っ
て
い
く
と
も
話
し
て
く
だ
さ
い

土品
1
レ
れ
/
」
O

短
い
時
間
で
し
た
け
れ
ど
、
県
民

ル
l
ム
の
各
種
の
パ
ソ
コ
ン
や
、
熱

心
な
お
話
に
、
高
度
情
報
化
社
会
の

一
端
に
触
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
等
、
誰
で

も
自
由
に
体
験
で
き
る
情
報
教
育
セ

ン
タ
ー
、
暇
を
見
つ
け
て
行
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

レ
ポ

タ

立
花
千
津
子





ふ
る
さ
と
を
大
き
く
育
て
る
た
め
に

北陸新幹線本格着工に向げ奮

保
た
れ
ま
す
。

取
ヲ|
先
と
の

頼
関
係
"71'‘ 

(図 1) 
交通機関利用に関するアンケート調査結果(昭和60年 6月)から
どのような時に新幹線を利用しましたか。 (利用したことがある方)

高
い
安
全
性
と

定
時
性

新
幹
線
は
開
業
以
来
、

二
十

一
年

間
に
わ
た
り
死
傷
事
故
が

一
件
も
な

20，6 

く
、
他
の
幹
線
交
通
施
設
に
比
べ
高

い
安
全
性
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
北
・
上
越
新
幹
線
に
見

ら
れ
る
雪
害
対
策
等
の
進
歩
に
よ
り
、

正
確
な
定
時
旅
客
輸
送
を
実
現
し
て

列車の本数が多いので便利

航空機に比べて運賃が安い

日帰りができる

乗りなれている

」
と
に
よ
り
、
緊
急
の
用
事
に
も
対

目的地での行動時聞が増える

い
ま
す
。

乗換えが少ない

大
き
な
輸
送
容
量

一
列
車
当
た
り
の
乗
車
定
員
が
多

く
、
い
つ
で
も
確
実
に
利
用
で
き
る

応
で
き
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
本
県
の
経
済
・
社
会
・
文
化
等
の
長
期
的
発
展

を
め
ざ
す
に
は
、
三
大
都
市
圏
(
首
都
圏
、
中
京
圏
、
近
畿
圏
)
な
ど
と

短
時
間
で
結
ぶ
高
速
交
通
体
系
を
整
備
し
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
活
発
な

交
流
を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
月
十
六
日
、
富
山
駅
で
は
、
駅
周
辺
環
境
整
備
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
北
陸
新
幹
線
の
本
格
着
工
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

i新j
:1j幹;jj::

議裏:i
~mの::
当事i;;

i艦:

新
幹
線
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
東

海
道
新
幹
線
や
上
越
新
幹
線
に
よ
る

意
見
(
図
1
)

実
証
や
、
実
際
の
利
用
者
の
方
々
の

か
ら
次
の
よ
う
な
事

項
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

確

実

性

北
陸
新
幹
線
は
、

雪
に
強
い
鉄
道

と
し
て
建
設
さ
れ
ま
す
。
雪
が
降
る

た
ぴ
に
列
車
の
運
休
や
遅
延
に
気
を

も
ん
だ
り
、
飛
行
機
の
欠
航
に
よ
り

大
切
な
用
事
が
果
た
せ
な
か
っ
た
と

い
う
苦
い
経
験
を
さ
れ
た
方
も
多
い

で
し
ょ
、
っ
。

疲
労
が
少
な
い

快
適
性

新
幹
線
は
、
乗
心
地
が
良
い
う
え
、

目
的
地
に
早
く
着
け
る
と
い
う
快
適

な
交
通
機
関
で
あ
り
、
在
来
線
と
異

な
る
質
の
高
き
を
求
め
る
現
代
人
の

一一

l
ズ
に
合
致
し
て
い
ま
す
。

75，7 

8(X%) 

0，4 

注:複数回答

安全である

所要時聞が短い

無回答

資料:三菱総合研究所

快適である

時間が正確である

60 

新幹線を利用することによってどのようなメリッ卜があると思いますか

旅行機会の拡大

40 20 

旅行範囲の拡大

し
か
し
、
世
界
で
も
ま
れ
に
み
る

'16 

豪
雪
地
帯
の
新
潟
県
下
で
は
、
道
路

が
不
通
と
な
っ
た
り
、
在
来
線
の
列

車
が
大
幅
に
乱
れ
て
も
、

上
越
新
幹

線
だ
け
が
順
調
に
走
り
続
け
ま
し
た
。

日
帰
り
行
動
圏
の

拡

大

日
帰
り
行
動
圏
は

一
般
に
片
道
四

時
間
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

北
陸
新
幹
線
が
で
き
れ
ば
三
大
都
市

圏
が
、
い
ず
れ
も
日
帰
り
圏
と
な
り
、

日
帰
り
行
動
圏
は
大
幅
に
拡
大
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

」
の
よ
う
に
新
幹
線
は
、
多
く
の

魅
力
に
あ
ふ
れ
、
有
用
性
に
満
ち
た

交
通
機
関
で
す
。

60(%) 

46，9 

40 

qフ

日帰り圏の拡大

情報化の進展

資料:三菱総合研究所

ビジネス機会の拡大

消費機会の拡大

快適性の向上

疲労の低下

定時性の進展

時間の有効利用

注:複数回答、北陸新幹線地域
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洋
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
を
背
景
と
し
た
、

H

旅
客
需
要
追
随
型
H

の
新
幹
線
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ヒ

↑
笠
庁
人
干
討
作

"nE手
商
工
ホ

な
ど
の
整
備
新
幹
線
は
、
山
地
域
開
発

先
行
型
H

の
新
幹
線
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
今
後
地
域
に
お
い

て
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
多
様
な
振

興
策
を
実
現
し
て
い
く
う
え
で
も
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
開
発
に

大
き
な
は
ず
み

新
幹
線
の
建
設
に
は
、
大
量
の
資

材
や
労
働
力
を
必
要
と
す
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
関
連
産
業
の
生
産
誘
発

・

雇
用
機
会
の
創
出

・
所
得
の
増
大
な

ど
の
直
接
的
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
幹
線
事
業
に
関
連
し
て
、

駅
周
辺
の
都
市
開
発
事
業
や
既
存
交

通
網
と
の
連
絡
施
設
の
整
備
な
ど
が

促
進
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
で
は
新
幹
線
な
ど

の
高
速
交
通
機
関
の
有
無
が
企
業
立

崎
聞
は
上
越
新
幹
線
と
共
用
し
、

吉岡

崎
か
ら
長
野
、
富
山
、

金
沢
、
福
井

を
経
て
大
阪
に
至
る
延
長
約
六
九

0

キ
ロ
で
す
。
先
般
認
可
申
請
が
行
わ

れ
た
の
は
そ
の
う
ち
高
崎

・
小
松
間

約
三
七
二
キ
ロ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

本
県
通
過
距
離
は
約
九

0
キ
ロ
で
県

内
に
は
黒
部

・
富
山

・
高
岡
の
三
か

所
に
駅
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い

県
外
企
業
の
誘
致
に
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
東
京
や
大
阪
を
始
め
、

全
国
各
地
と
の
所
要
時
間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
る
こ
と
で
他
県
の
人
に
と

っ
て
富
山
が

一
層
身
近
な
も
の
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
の
イ

メ
ー
ジ
が
高
ま
り
、
観
光
開
発
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

人
口
の
定
着
と

新
た
な
都
市
形
成

新
幹
線
の
開
通
が
地
域
社
会
に
も

た
ら
す
効
果
と
し
て
は
、
企
業
誘
致

が
進
み
、
地
域
産
業
が
発
展
す
る
こ

と
に
よ
り
、
就
業
の
機
会
が
増
え
、

若
い
人
た
ち
の

U
タ

l
ン
や

J
タ
ー

ン
が
進
み
、
ひ
い
て
は
地
域
人
口
の

定
着
や
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
幹
線
駅
周
辺
に
は
駅
ピ

ル
や
商
業
施
設
あ
る
い
は
宿
泊
施
設

な
ど
が
整
備
さ
れ
、
都
市
機
能
が
向

上
し
、
新
し
い
都
市
づ
く
り
が
進
み

ま
す
。

(一)

工
事
実
施
計
画
の

概

要

工
事
費

(高
崎

・
小
松
間
)

一
兆
三
千
九
百
億
円

約
六
年

ま
す
。学

術
・
文
化
の

向

土

地
域
の
文
化
面
に
お
い
て
も
、
所

要
時
間
の
短
縮
と
同
時
に
イ
メ
ー
ジ

距
離
の
大
幅
な
短
縮
に
よ
り
学
者
、

芸
術
家
、

文
化
人
な
ど
の
地
方

・
中

(二)

工
期

央
相
互
間
の
交
流
が
活
発
に
な
り
、

学
術
、
文
化
水
準
の
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
す
。

ま
た
、
情
報
の
交
流
も
活
発
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
整
備
新
幹
線
の
実

現
に
よ
り
私
達
の
生
活
に
も
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
が
与
え
ら
れ
る
の
で
す
。

………一端
一艦
載
幹
線
一家
襲
撃
一軍
総
一一……

一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
調
…一一一一
一
誠
一一……一一一
定
一一一…

北
陸
新
幹
線
の
実
現
は
単
に
本
県

や
沿
線
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
格
差
の
解
消
や
国

土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
促
し
ま
す
。

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
は
、
か
つ
て

は
H

北
回
り
新
幹
線
H

と
呼
ば
れ
て

い
た
よ
う
に
、
東
海
道
新
幹
線
に
災

害
な
ど
の
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
機
能
を
代
替

・
補

完
し
、
本
州
中
央
部
の
第
二
の
大
動

脈
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
の

路

手泉

にト

設
計
最
高
速
度

北
陸
新
幹
線
の
路
線
は
東
京

・
高

個)

所
要
時
間

時
速
二
六

0
キ
ロ

約
二
時
間
十
分

富
山

1
東
京

富
山

1
大
阪
約

一
時
間
四
十
分

着
工
ヘ
向
け
て

こ
れ
ま
で
の
経
過

北
陸
新
幹
線
の
着
工

へ
の
準
備
作

業
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
整
備
計
画

決
定
以
来
十
年
余
り
の
準
備
調
査
を

(図2)
北陸新幹線の建設スケジュール

北陸新幹線の概要

総延長/東京~大阪690畑
(東京~高崎聞は上越新幹線と共用)

工事区間/高崎~大阪590km
設計最高速度/260km/h
所要時間/東京~大阪690km4時間

東京~富山390km2時間10分
期/約 6年間工
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経
て
、

着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

既
設
新
幹
線
で
は
実
施
さ
れ
な
か

っ
た
環
境
影
響
評
価
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
昨
年
十
二
月
二
十
五
日
に
は
鉄

道
建
設
公
団
か
ら
環
境
影
響
評
価
報

告
書
が
公
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
待

望
の
工
事
実
施
計
画
の
認
可
申
請
が

鉄
道
建
設
公
団
か
ら
運
輸
大
臣
に
対

し
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ

の
た
ぴ
駅
周
辺
環
境
整
備
事
業
の
実

施
の
運
ぴ
と
な
り
、
起
工
式
が
挙
行

さ
れ
た
わ
け
で
す
。
(
図

2
参
照
)

」
の
よ
う
に
、
北
陸
新
幹
線
は
本

格
着
工

に
向
け
て
着
実
に
進
ん
で
お

り
、
認
可
着
工
ま
で
、
あ
と

一
歩
の

段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

本
格
着
工
へ
の

課

題

今
後
は
、
新
幹
線
の
財
源
問
題
や

建
設

・
運
営
主
体
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
、
更
に
検
討
す
る
た
め
に

関
係
五
省
庁
の
閣
僚
等
で
構
成
さ
れ

る
整
備
新
幹
線
財
源
問
題
等
検
討
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
結
論
を
待

っ
て
着
工
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
。検

討
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
に
つ
い
て
遅
く
と
も
昭
和
六
十
二

年
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
鉄
の

分
割
民
営
化
の
ス
タ
ー
ト
ま
で
を
目

途
に
結
論
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

19  

明
日
の
輝
か
し
い
富
山
を
築
く
た

め
、
検
討
委
員
会
の
結
論
が
速
や
か

に
出
さ
れ、

一
日
も
早
い
本
格
着
工

が
実
現
す
る
よ
う
、
沿
線
都
府
県
と

の
連
携
を
更
に
深
め
、
引
続
き

一
大

運
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進
に
対
す

る
県
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



児
童
手
当
が
二
人
目
の

子
供
に
も
支
給
さ
れ
ま
す

昭
和
引
年

6
月
1
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
は
、
昭
和
四
十
七

年
か
ら
児
童
三
人
以
上
を
養
育
す
る

家
庭
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
法
改
正
が
行
わ
れ
、
昭

和
六
十

一
年
度
か
ら
次
の
よ
う
に
改

正
さ
れ
ま
す
。

改
正
の
内
容

-
支
給
対
象
児
童

こ
れ
ま
で
は
、
十
八
歳
未
満
の
児

童
が
三
人
以
上
い
る
家
庭
の
第
三
子

以
降
の
児
童
を
対
象
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
た
に
第
二
子
を
支
給
対
象

児
童
と
し
ま
す
。

-
支
給
期
間

義
務
教
育
終
了
時
ま
で
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
義
務
教
育
就
学
前
ま

で
と
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
病
弱
、
障
害
児
で
就
学

を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
児
童
に

つ
い
て
は
、
満
十
五
歳
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。

-
手
当
て
額

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
制
度

は
、
昭
和
六
十
三
年
に
完
成
し
そ
れ

ま
で
の
問
、
経
過
措
置
が
講
じ
ら
れ

こ
れ
ま
で
は
、
月
額
五
千
円
、
た

だ
し
市
町
村
民
税
の
所
得
割
額
の
な

い
方
に
対
し
て
は
七
千
円
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
に
よ
り
、

所
得
割
額
の
な
い
方
も

一律
に
第
二
子

ま
す
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
下

図
の
と
お
り
で
す
。

-
認
定
請
求
等

に
対
し
月
額
二
千
五
百
円
、
第
三
子

以
降
に
対
し
て
は
、

一
人
に
つ
き
月

額
五
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

認
定
請
求
の
手
続
は
、
四
月
、

五

月
中
に
市
町
村
役
場
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
こ
の
制
度
の
内
容
、

児
童
手
当
法
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
等

‘
届
書
の
書
き
方
な
ど
詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
も
市
町
村
役
場
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

新
制
度
は
、
昭
和
六
十

一
年
六
月

シ
リ
ー
ズ

成
人
病
の
予
防
(
叩
)

司
日
以
也
日
ヨ
ム
を
砂
内
u
a
p
、

老
年
期
痴
呆
の
原
因
や
、
治
療
、

予
防
等
に
つ
い
て
は
、
六
十
年
六
月

号
「
老
年
期
の
痴
呆
に
つ
い
て
」
で

述
べ
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
、
老
人

の
お
い
で
に
な
る
家
族
の
方
や
、
痴

呆
性
老
人
の
介
護
に
あ
た

っ
て
お
ら

れ
る
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
つ
い
て

述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

痴
呆
を
見
分
け
る

痴
呆
性
疾
患
は
、
早
く
発
見
し
、

適
切
な
措
置
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。よ

く
、
年
を
と
り
、
も
の
忘
れ
が

生
じ
「
ボ
ケ
る
」
と
い
い
ま
す
が
、

重
要
な
の
は
単
純
な
ボ
ケ
か
、
病
的

な
ボ
ケ
か
を
見
分
け
る
こ
と
で
す
。

病
気
か
、
そ
う
で
な
い
か
の
区
別

は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
が
、

そ
の
手
だ
て
と
し
て
「
長
谷
川
式
簡

易
知
能
検
査
ス
ケ
ー
ル
」
が
あ
り
ま

す
。テ

ス
ト
時
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に

よ
り
多
少
の
天
レ
は
あ
り
ま
す
が
、

一
応
の
目
安
す
と
し
て
、
総
得
点
が

加
点
以
下
は
中
度
の
痴
呆
、
日
点
以

下
は
重
度
の
痴
呆
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ス
ケ
ー
ル
は
あ
く
ま
で
目
安

で
す
が
、
加
点
以
下
の
場
合
は
保
健

所
、
病
院
等
専
門
機
関
に
相
談
さ
れ

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

長谷川式簡易知能検査スケール

質 問 内 廿'*' 昔日 点

今日は何日ですか 0、3

2 ここはどこですか O、2.5

3 年齢は O、2

最近起こった出来事 (ケースによって特別なこと、周囲の人々か

4 ら予めきいておく)から、何年(何か月)くらいたちましたか、 O、2.5

あるいはいつζろでしたか

5 生まれたのはどこか(出生地) O、2

6 大平洋戦争力T終わった(または関東大震災があった)のはいつか O、3.5

7 1年は何日か (または1時間は何分か) O、2.5

8 日本の総理大臣は O、3

9 11∞から 7を順に引いてください (1∞-7 =93、93-7 =86) O、2、4

10 数字の逆唱例えば、 逆にいってください O、2、4
3-5-2-9 

5つの物品テスト (例.タバコ、マッチ、鍵、時計、ぺン、一つ O、0.5、1.5、
11 

ずついわせて、それらを隠し何があったかを問う) 2.5、3.5

(満点:32.5点)

昭和63年 4月1日以降昭和62年 4月1日

~昭和63年 3月31日

児童手当法改正に伴う経過措置等

昭和61年 6月1日

~昭和62年 3月31日

昭和61年 5月31日まで

(第二子)(第三子)(第二子)(第三子)(第三子)

痴
呆
老
人
の
介
護
十
則

痴
呆
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
は、

「
痴
呆
は

一
つ
の
病
気
な
の
だ
」
と

認
識
し
、
病
人
で
あ
る
老
人
の
つ
ら

さ
を
思
い
や
る
心
の
ゆ
と
り
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

具
体
的
に
介
護
す
る
場
合
の
ポ
イ

ン
ト
、
十
則
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
痴
呆
と
い
う
病
気
の
患
者
の
側
に

立
つ

こ
と
。

②
痴
呆
老
人
の
言
動
を
制
限
し
な
い

で
、
よ
く
話
し
を
聞
い
て
あ
げ
る
。

③
患
者
に
何
が
で
き
る
か
よ
く
チ
エ

ッ
ク
し
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
は

さ
せ
て
あ
げ
る
。

④
患
者
の
落
度
を
責
め
た
り
、
し
か

っ
た
り
し
な
い
こ
と
。

⑤
患
者
の
前
で
は
、
痴
呆
の
こ
と
は

話
き
な
い
。

⑥
状
況
の
ゆ
る
す
限
り
「禁
止
事
項」

は
つ
く
ら
な
い
。

⑦
言
葉
だ
け
で
な
く
全
身
で
接
す
る
。

③
患
者
の
身
の
ま
わ
り
は
簡
素
、
安

全
に
。

⑨
余
病
を
併
発
さ
せ
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
。

⑬
看
護
の
苦
楽
を
わ
か
ち
合
え
る
仲

就学前まで

二、
五
O
O円

五、

0
0
0円

20  

円

市
町
村
民
税
の
所
得
割
額
の
な
い
者ニ、

0
0
0円

五、

0
0
0円

中
学
校
卒
業
ま
で
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聞
を
も
っ
。

県
で
は
、

全
保
健
所
に
お
い
て
、

老
人
の
精
神
衛
生
に
関
す
る
相
談
、

指
導
、
訪
問
、
介
護
方
法
の
研
修
会

等
を
行

っ
て
お
り
ま
す
し
、

具
体
的

な
介
護
の
方
法
を
紹
介
し
た
「
老
人

介
護
読
本
」
を
作
成
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

、、，-，
、?

、a
O

J
ム
』
C

し



-つ

ど

ス
ー
パ
ー
や
や
お
屋
き
ん
で
売
ら
れ
て

い
る
う
ど
の
多
く
は
、
軟
白
化
栽
培
し
た

も
の
で
、
ほ
と
ん
ど

一
年
中
出
回
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
最
盛
期
は
三
月
か
ら
五
月

に
か
け
て
、
価
格
も
ぐ
ん
と
安
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
四
月
に
入
る
と
丈
が
短
く
て

茎
の
緑
色
が
か
っ
た
山
、
つ
ど
も
出

回
り
始
め
ま
す
。

-
E
F

う
ど
の
生
命
は
、
そ
の
歯
触
り

u"

と
香
り
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
生

d
w

か
し
て
料
理
す
れ
ば
お
い
し
く
食

旬

べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

ま

す
。
皮
を
厚
め
に
む
い
て
酢
水
に

h
，

さ
ら
し
ま
す
。
拍
子
木
切
り
か
短

イ

'

冊
切
り
に
し
て
酢
の
物
、
あ
え
物
、

，
‘

サ
ラ
ダ
に
用
い
ま
す
。
煮
物
な
ら

ご
く
薄
味
に
、
お
吸
い
物
に
す
る
の
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
う
ど
の
小
枝
や
む

い
た
皮
は
せ
ん
切
り
に
し
て
、
て
ん
ぷ
ら

や
き
ん
ぴ
ら
に
、
穂
先
も
て
ん
ぷ
ら
に
す

る
と
、
た
ら
の
芽
に
似
て
な
か
な
か
の
味

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
う
ど
を
買
う
と
き
は
、
ふ

っ
く
ら
と
し
た
太
め
の
も
の
を
買
い
ま
し

ょ
う
。
か
す
か
に
ピ
ン
ク
が
か
っ
た
白
色

を
し
、
う
ぶ
毛
が
手
に
触
れ
る
と
痛
い
く

ら
い
の
、
穂
先
が
ぴ
ん
と
張
っ
て
い
る
も

の
が
新
鮮
で
す
。

あ
の
独
特
の
香
り
と
、
歯
触
り
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

2
0ず
D
o
〈
ゐ

-.4
2
0ず
0
0
〈
ゐ

立
替
払
契
約
に
つ
い
て

私
達
が
買
物
を
す
る
場
合
、
現
金
を
も

た
な
く
て
も
商
品
や
添
削
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
が
普
及
し
便
利
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
し
く
み
を
知
ら
な
い
ば
か

り
に
悪
用
さ
れ
た
と
か
、
自
分
勝
手
に
商

品
を
返
品
し
た
い
と
い
っ
た
相
談
が
増
え
、

そ
の
内
容
も
複
雑
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

E---e 
伊

O
知
人
か
ら
代
金
は
月
々
自
分
が
払
う
か

ら
自
動
車
を
買
っ
た
こ
と
に
し
て
ほ
し
い

と
頼
ま
れ
、
サ
イ
ン
と
印
を
押
し
た
。
と

こ
ろ
が
信
販
会
社
(
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
)

か
ら
支
払
請
求
が
き
た
。
(
名
義
貸
し
)

O
家
に
健
康
布
団
を
売
り
に
き
た
の
で
現

金
で
購
入
し
た
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
売
っ

た
と
い
う
証
拠
に
住
所

・
氏
名

・
印
か
ん

相

談

事

が
い
る
と
い
っ
た
の
で
い
わ
れ
る
ま
ま
に

署
名
、
押
印
し
た
。
と
こ
ろ
が
翌
月
に
な

っ
て
信
販
会
社
か
ら
支
払
請
求
書
が
届
い

た
。
(
二
重
払
い
)

O
タ
ン
ス
を
買
う
契
約
を
し
、
必
要
に
な

っ
た
時
に
品
物
を
も
ら
う
約
束
し
て
毎
月

信
販
会
社
に
お
金
を
払
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
販
売
会
社
が
倒
産
し
た
の
で
品
物
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
(
販
売
庖
の
倒
産
)

O
商
品
を
購
入
し
た
が
都
合
で
勝
手
に
返

品
し
た
。
し
か
し
、
毎
月
信
販
会
社
か
ら

お
金
が
引
き
お
と
さ
れ
る
。
(
身
勝
手
)

立
替
払
契
約
と
は

私
達
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る

時
に
信
販
会
社
(
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
)
が

私
達
に
代
っ
て
購
入
代
金
を
立
て
替
え
て

一
括
し
て
販
売
庖
に
支
払
い
を
し
、
私
達

は
、
そ
の
後
、
立
替
払
い
し
た
信
販
会
社

に
立
替
金
を
分
割
し
て
支
払
っ
て
い
く
も

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
消
費
者
に
と
っ
て

は
分
割
払
い
で
商
品
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
販
売
庖
に
と
っ
て
は
現
金
販
売

と
同
じ
よ
う
な
効
果
が
あ
り
、
信
販
会
社

に
と
っ
て
も
資
金
を
貸
し
つ
け
る
と
い
う

利
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

商
品
を
購
入
す
る
場
合

商
品
を
購
入
し
、
立
替
払
契
約
を
す
る

と
き
に
次
の
よ
う
な
契
約
内
容
を
記
載
し

た
書
面
を
渡
す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
必
ず
書
面
を
受
取
り
、
内

一
昧
違
う
ガ
イ
ド
さ
ん

ー
高
岡
ガ
イ
ド
サ
ー
ク
ル

ー

高
岡
市
内
の
観
光
ガ
イ
ド
を
引
き
受
け

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
四
月
に
結
成
さ
れ
た
、
「
高
岡

ガ
イ
ド
サ
ー
ク
ル
」
の
み
な
さ
ん
十
七
人

で
す
。

わ
が
街
の
良
さ
を
知
り
、
い
ろ

'

'

い
ろ
な
人
に
伝
え
よ
う
と
、
資
料

0
.

集
め
や
万
葉
に
関
す
る
講
義
の
録

制

M

音
、
万
葉
故
地
巡
り
へ
の
参
加
な

句
。

ど
、
研
究
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
‘
，

昨
年
九
月
に
は
、
初
め
て
実
際

一-
M

に
ガ
イ
ド
を
経
験
し
、
瑞
龍
寺
、

3

・.

大
仏
、
古
城
公
園
を
案
内
し
ま
し

か

た
。。
フ
ロ
の
ガ
イ
ド
き
ん
と
は
、

回
一
ヨ

一
味
違
う
味
を
出
し
お
客
様
の
反

田園・

応
を
肌
で
感
じ
と
り
、
経
験
を
ふ

2

・

ま
え
な
が
ら
体
で
覚
え
て
い
き
た
い
と
は

り
き
っ
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
グ
ル
ー
プ
独
自
で
、
わ
が
街

を
愛
す
る
シ
ナ
リ
オ
や
、
時
間
が
な
い
方

の
た
め
の
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
高
岡
は
、
派
手
な
観
光
地
で
は
あ
り

容
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
字
。

1

割
賦
販
売
価
格

賦
払
金

(割
賦
販
売
に
係
わ
る
各
国

ご
と
の
代
金
支
払
額
)

賦
払
金
の
支
払
い
時
期
及
ぴ
方
法

商
品
の
引
き
渡
し
時
期

契
約
解
除
に
関
す
る
事
項

所
有
権
の
移
転
に
関
す
る
定
め
が
あ

る
と
き
は
そ
の
内
容

2 3 4 5 6 

商
品
に
欠
陥
が
あ
る
と
き
は

立
替
払
契
約
で
は
商
品
を
購
入
す
る
と

こ
ろ
と
、
代
金
の
支
払
い
を
す
る
と
こ
ろ

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
商
品
に
欠
陥
が
あ

っ
た
り
、
商
品
が
届
か
な
い
場
合
で
も
信

販
会
社
か
ら
代
金
の
支
払
請
求
が
き
ま
す
。

こ
の
た
め

『割
賦
販
売
法
』
で
は
、
販
売

庖
及
ぴ
信
販
会
社
の
両
者
に
対
し
、
『
正
常

な
商
品
に
取
替
え
、
ま
た
は
修
理
し
て
く

れ
る
ま
で
割
賦
代
金
の
返
済
を
止
め
る
』

こ
と
を
主
張
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
四
万
円
以
上
の
商
品
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

解
約
し
た
い
場
合
は

販
売
庖
の
営
業
所
や
庖
舗
以
外
の
場
所

で
契
約
し
、
商
品
を
受
取
り
、
代
金
も
全

額
支
払
っ
た
場
合
や
、
化
粧
品
や
健
康
食

品
な
ど
の
消
耗
品
で
使
用
す
る
と
、
解
約

で
き
な
い
と
書
面
で
通
知
さ
れ
て
い
る
商

品
を
使
用
し
た
以
外
は
、
契
約
日
を
含
め

て
七
日
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解
約
す

ま
せ
ん
が
、
万
葉
の
詩
情
あ
ふ
れ
る
美
し

く
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
長
い
歴
史
と

伝
統
を
今
に
伝
え
る
素
晴
し
い
ま
ち
で
す
。

お
客
様
が
、
ま
た
来
た
い
と
言

っ
て
く

だ
さ
る
よ
う
、
あ
た
か
い
人
間
味
の
あ
る

ガ
イ
ド
役
を

つ
と
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ

一
度
お
い
で
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。」
と
メ
ン
バ

ー
の
力
強
い
言
葉
。
一

度
ガ
イ
ド
を
お
願

い
し
て
み
る
の
も
よ
い
の
で
は
。

-
問
い
合
わ
せ
は
、

高
岡
市
役
所
観
光
課

g
o七
六
六
|
二
O
ー

一
三

O
二
ま
で

〈

APあ閥
E
2
0ず
U

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
時
必
ず
書
面

を
書
留
に
し
て
販
売
会
社
と
信
販
会
社
に

送
付
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

利
用
上
の
注
意

私
達
の
身
の
ま
わ
り
に
電
気
製
品
、
家

具
、
自
動
車
、
化
粧
品
な
ど
立
替
払
契
約

で
購
入
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

商
品
を
先
取
り
し
て
生
活
を
楽
し
く
合
理

的
に
す
る
場
合
に
は
便
利
で
す
が
、
現
金

を
も
た
な
く
て
も
買
え
る
と
つ
い
つ
い
買

い
過
ぎ
、
毎
月
の
支
払
い
に
追
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
立
替
払
契
約
は

手
数
料
や
利
息
が
つ
い
て
現
金
で
買
う
よ

り
高
く
な
り
ま
す
し
、
支
払
い
が
遅
れ
る

と
延
滞
手
数
料
が
課
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、

商
品
を
購
入
す
る
場
合
に
は
よ
く
考
え
て

計
画
的
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
書
面
の
署
名
や
押
印
及
ぴ
信
販

会
社
か
ら
の
確
認
電
話
は
十
分
注
意
を
払

い
、
名
義
貸
し
ゃ
二
重
払
い
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

(
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
)
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企職業訓練展

2月19日・ 20日
麗職業訓練展

高等技能学校、職業訓練センター

の訓練生が作った作品を展示する第

19回富山県職業訓練展が県民会館地

下展示場で聞かれました。

ここで展示された作品は、実習制

作作品として市価よりも安く買うこ

とができ、会期中多くの方々が訪れ

展示作品全てが売り切れました。

2月20日
嵐緑花推進県民会議
富山県緑花推進県民会議が県、市

町村、緑花団体の代表等を集め開催

されました。

会議では、富山県グリーンプラン

の主要事業である「花き総合指導セ

ンター」設置の件や街路樹の育成管

理についての報告のほか、昭和61年

度の事業計画について話し合われま

した。

麗公開試買検査会(しょうゆ)
消費生活センターで、しょうゆの

表示に関する公開試買検査会が聞か

れました。

現在各種の商品が事前包装された

形で大量に出回っていますが、これ

らの商品の内容、品質についてはラ

ベル等の表示にたよらざる得ない状

況です。そこでこの検査会では、食

卓になじみの深い「しょうゆ」を試

買し表示が適正に行われているかチ

ェックしました。検査の結果、不当

表示に該当する商品はありませんで

した。

2月24日
麗省資源・省エネルギー運動

富山県民大会

ごみの問題と消費者の役割をテー

マに省資源・省エネルギー運動富山

県民大会が市町村会館で聞かれまし

た。

大会では、京都大学の植田和弘氏

の講演のほか、 5人のパネラーによ

るノTネルデイスカッションなどカ吋子

われました。

2月25日
麗北陸自動車道泊トンネル貫通
北陸自動車道泊ト ンネルの貫通式

が行われました。

この泊トンネルは、車月日1.Cから

新潟寄りの最初のトンネルで、長さ

は 713旬、幅 8.51~です。現場は
もろい地質のため、工事も慎重に進

められ、工期 l年6か月を経て貫通

したものです。

なお、供用開始は昭和63年 3月の

予定になっています。

2月27日
麗郷土出身作家

「荒谷直之介回顧展」
県民会館美街館で「荒谷直之介回

顧展」が開会しました。

荒谷画伯は、明治35年生れ富山市

出身の作家で、日本水彩画壇の第一

人者です。この展覧会では、同画伯

の業績を[rlj顧する、少壮期から最近

作までの代表作91点が展示されまし

た。

25  

企しょうゆの公開試買検査会

2月16日"-'3月15日

2月28日
麗 2月定例県議会始まる

2月定例会が始まりました。県議

会期を 3月22日までの23日間と定め

たあと、知事が昭和61年度一般会計

予算などについて提案理由説明を行

いました。

4
司

2
月
定
例
県
議
会

3月13日・ 14日
麗高校入試

県立高等学校(全日制)44校 2分

校の入学者選抜学力検査が行われ、

募集人員11，841人(推薦入学確約者

938人を除く)に対し志願者数は、

14，818人と平均競争率は、l.25倍と

なりました。また、情報コースの設

けられる新設の大円高校には、定員

270人に対し316人が志願、競争率は

l.17倍となりました。

星電富山計測展

産業展示館で、富山計測展が開催

きれました。

この展示会は、今回で20回を数え

ますが、回を重ねるごと、その規模

も大きくなってきました。今回の出

品会社はおよそ 150社、商談に当た

る代理屈も30社近くになっています。
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圃
労
働
保
険
料
の
申
告
・納
付
は
お
早
め
に

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
、
労
働
保
険
(
労

災
保
険
と
雇
用
保
険
)
の
昭
和
六
十
年
度

確
定
保
険
料
と
昭
和
六
十

一
年
度
概
算
保

険
料
の
申
告
・
納
付
の
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
手
続
き
で
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん

が
自
ら
保
険
料
を
算
定
し
、
既
に
送
付
済

み
の
労
働
保
険
料
申
告
書
・
納
付
書
を
作

成
し
て
四
月

一
日
か
ら
五
月
十
五
日
ま
で

に
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
へ
申
告
・
納

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
等
で
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
富
山
労
働
基
準
局
、

圃
婦
人
大
学
校
受
講
生

婦
人
問
題
に
つ
い
て
学
ぴ
、
地
域
で
「
婦

人
問
題
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
ご
活
躍

し
て
い
た
だ
く
方
々
を
養
成
す
る
富
山
県

婦
人
大
学
校
を
開
設
し
ま
す
。
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
の
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

V
開
設
日
七
月
十

一
・
十
二

・
十
八

・

十
九

・
二
十
六
日
の
五
日
間

V
申
込
方
法
往
復
葉
書
に
、
氏
名
、
住

所
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
‘
え
県
庁
婦
人
青
少
年
課

(
県
庁
内
線
七
六
二
)

ま
で

V
締

め

切

り

六

月
三
十
日

-
富
山
県
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

本
県
産
業
・
社
会
の
活
性
化
に
不
可
欠

な
優
秀
な
若
者
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、

県
出
身
や

U
タ
l
ン
希
望
の
社
会
人
を
対

象
に
「
富
山
県
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開

催
し
ま
す
。

V
日

時

五

月

二
十
二
日
同

午
前
十
時
半
か
ら
午
後
二
時

V
場
所
東
京
ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
オ
l
タ
ニ

V
内

容

講

演

「

二
十

一
世
紀
は
地
方

の
時
代
」
(
財
)
ソ
フ
ト
化
経
済
セ
ン

ン
タ

l
専
務
理
事
日
下
公
人
氏
、
業

各
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
、
県
庁
雇
用

保
険
課
、
各
公
共
職
業
安
定
所
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

-
郎
富
山
の
美
術

県
立
富
山
美
術
館
で
「
お
富
山
の
美
術
」

展
が
開
催
中
で
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
現
代
日
本
美
術
の
動

向
を
郷
土
美
術
の
視
点
に
た
っ
て
と
ら
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
県
出
身
、

県
在
住

ま
た
は
、

富
山
県
と
か
か
わ
り
の
深
い
作

家
の
近
作
・
新
作
の
発
表
展
で
す
。
三
十

名
の
作
家
が
九
十
六
点
を
出
品
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

四
月
十
三
日
倒
ま
で

V
開
催
期
間

圃
定
時
制
課
程
の
聴
講
生

県
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
六
十
一
年
度

よ
り
定
時
制
高
等
学
校
生
徒
と
共
に
学
ぶ

聴
講
制
度
を
始
め
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

教
養
を
高
め
た
り
、
職
業
に
関
す
る
知
識

や
技
術
を
得
た
い
と
希
望
す
る
方
々
に
、

学
習
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

聴
講
期
間
は
、
学
年
始
め
の
四
月
か
ら

種
別
分
科
会

(
企
業
担
当
者
説
明

ま
た
は
ビ
デ
オ
に
よ
る
企
業
紹
介
)

入
場
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業

紹
介
に
参
加
希
望
の
企
業
は
、
四
月
末
日

ま
で
に
、
県
庁
商
工
振
興
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

-
緑
の
風
と
の
出
合
い
は
立
山
荘
で

富
山
県
立
山
荘
(
弥
陀
ヶ
原
)
は
四
月

二
十
五
日
働
よ
り
営
業
を
開
始
し
ま
す
。

春
は
ス
キ

l
に、

夏
は
納
涼
に
、
秋
は

紅
葉
の
探
勝
に
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
連

絡

先

富

山
県
立
山
荘

合

(
O
七
六
四
)
四
二
l
三
五
三
五

立山荘利用料金(一泊二食付)
区 分 料 金(円)

一 般 4，600 

中学生 (県外) 4，600 

// (県内) 3，300 

小学生 (県外) 4，100 

ク (県内) 3.050 

幼児 1，150 

(注)暖房料金は、 1人につき350円必要です。

但し、 7・8月は除きます。

一
年
間
で
、
学
校
で
定
め
て
い
る
教
科

・

科
目
の
中
か
ら
選
べ
ま
す
。

V
申
し
込
み
期
間

十
五
日
ま
で

四
月

一
日
か
ら
四
月

V
実
施
校
雄
峰
高
校
、
志
貴
野
高
校
、

富
山
工
業
高
校
の
三
校

詳
し
い
こ
と
は
、
聴
講
希
望
先
各
校
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

公給領収証を受けとってください 4月街頭献血日程

日曜 場 所 時 間 日曜 場 所 噂 間

1 ~ 氷見市民会館前 10 : 00~15:30 14t月)新湊市役場前 10:oo~15:30 

3同 入善町役場前 10 : 00~15:30 1批)富山駅前 10:oo~16:00 

5凶 富山駅前 10 : 00~16:00 魚津市サンプラザ前 10 : 00~15:30 

高岡駅前 10 : 00~15:30 20:臼)富山市中央通り前 10 : 00~16 : 00 

6{日)黒部市メルシ一前 10 : 00~15:30 21{月)福光町福祉センター前 10 : oo~15:30 

9凶 庄川町役場前 10 : 00~15 : 30 辺りく)大沢野町図書館前 10 : 00~15:30 

1桝 立山町役場前 10:00""15:30 2位)富山駅前 10:00""16:00 
1社)高岡駅前 10: 00"" 15: 30 高岡駅前 10:00~15 : 30 

砺波市ジャスコ前 10:00""15:30 27{日)高岡駅前 10:00"" 15:30 

口1日)富山西武前 10:00"" 16:00 

-
県
政
パ
ス
教
室

今
年
も
五
月
か
ら
県
政
パ
ス
教
室
を
実

施
し
ま
す
。
五
月
分
の
参
加
申
し
込
み
は

四
月
七
日
1
四
月
十
二
日
ま
で
で
す
。
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
往
復
葉
書
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

日
程
、
コ

l
ス
、
申
し
込
み
先
等
、
詳

し
く
は
次
の
各
県
民
相
談
室
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

富山市新総曲輪1-7(県庁内)

宮 (0764)31-4111(向

31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父(総合庁舎内)

ft (0766) 21~9411 

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765) 24-5311 

26 

砺波市幸町1-7 (総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151 

-=司.
2五
二士二

-高岡地方県民相談室

-魚津地方県民相談室

-砺波地方県民相談室

談相民-県

③旅館・ホテルを利用する場合

・宿泊およびこれに伴う飲食

…1人 1泊5，000円

・飲食、 休憩・・…・・…・・・… 1人 1回2，500円

このほか、料理飲食等消費税には基礎控除

がありこれは、旅館等で宿泊した場合で、そ

の料金が免税点を越え、税金がかかるとき、

料金から2，500円を差しヲ |し、て計算するもの

です0

・申告・納税は

料理屈などの経営者は、利用者から利用料

金とあわせて料理飲食等消費税を徴収し、 1

カ月分の税額を翌月末日までに知事に申告し

ます。このとき経営者は、料理飲食等消費税

をお客様から受けとった証しとして、公給領

収証または、富山県で承認したしるしがある

私製領収証を発行することになります。

公給領収証(私製領収証を含む)は県民の

みなさんが支払われた税金と県とを結ぶ大切

なかけ橋です。必ず受けとられるようにお願

いし主す。

2フ

-料理飲食等消費税

私たちがレストランで飲食したり、ホテル

に泊ったときにかかる税金が料理飲食等消費

税です。

課税の対象となるのは、料理応、貸席、パ

一、飲食庖、喫茶応、旅館などで、飲食を行

った場合です。会社の寮やクラブなどでも同

じように課税されます。

・税 額

飲食などに要した費用、つまり支払うべき

利用料金に10%の標準税率を乗じて計算しま

す。

また、料理飲食等消費税には免税点があっ

て、下記金額以下の飲食などには課税されま

せん。

①飲食庖などで飲食などをする場合

.. 1人 1回2，500円

②デパー トの食堂などであらかじめ品目ごと

に料金の支払を受け、品目ごとに料金を明

確にしている庖で飲食する場合

・・・・・・・・・ 1 品1，000円
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立
山
を
永
遠
に

一
昨
年
と
二
十
数
年
ぶ
り

に
立
山
へ
登
り
ま
し
た
。
山
々
は
、

昨
年
、

晴
れ
澄
み
渡
り
、
世
界
に
誇
る
大
パ

ノ
ラ
マ
、
素
晴
ら
し
い
の

一
言
に
つ

き
ま
す
。
山
は
連
日
、
観
光
客
で
賑

わ
い
、
室
堂
平
、
室
堂
か
ら
雄
山
頂

上
ま
で
は
、
人
、
人
、
人
の
列
、
ち

ょ
っ
と
無
理
か
な
あ
と
思
い
つ
つ
も

い
っ
し
ょ
に
登
る
。

一
昨
年
山
荘
で
同
宿
し
た

他
県
の
老
夫
婦
と
バ
ッ
タ
リ
出
会
う
。

再
会
を
喜
ぴ
、
話
に
花
が
咲
く
。

そ
の
夫
婦
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、

途
中
、

「
富
山
県
の
人
達
は
本
当
に
幸
せ
だ
。

シリーズ⑫

協調

とマま

」
ん
な
に
身
近
に
、
こ
ん
な
に
沢
山

の
、
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
大
自
然

を
持

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
う
ら
や

ま
し
い
限
り
で
す
。
昨
年
も

一
週
間
、

今
年
も

一
週
間
の
日
程
で
や
っ
て
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。
」
「
お
た
く
の
県

も
、
素
晴
し
い
自
然
を
持
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
」
と
応
え
る
と

「
富
山
県
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
よ
。

」

夜
で
も
明
る
い

富
山
空
港
に

最
近
、
富
山
空
港
最
終
便
の
飛
行

機
を
利
用
し
て
思
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
①
空
港
周
辺
が
暗

い
。
②
夕
方
に
な
る
と
空
港
へ
の
案

内
板
が
見
づ
ら
い
。
③
電
燈
が
少
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

夜
の
散
歩
・
ド
ラ
イ
ブ
に
行
っ
て

富
山
の
空
の
玄
関
口
が
見
れ
な
い
と

い
う
の
は
残
念
な
こ
と

と
思
い
ま

と
お
っ
し
ゃ
る
。
こ
の
言
葉
は
ず
っ

し
り
と
私
の
心
に
か
か
り
ま
し
た
。

私
達
は
富
山
県
民
と
し
て
、
も
つ

と
も
っ
と
私
達
の
郷
土
に
自
信
を
持

っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
心

こ
ん
な
思
い
を
胸
に
山
を
あ
と
に
し

た
私
で
し
た
。

今
年
も
ま
た
、
五
月
上
旬
か
ら
立

山
・
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル

l
ト
が
開
通

し
、
何
十
万
と
い
う
人
が
立
山
へ
登

る
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
立
山
の

雄
大
な
自
然
が
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら

ぬ
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら

立
山
は
、
富
山
県
民
が
全
国
に
、
世

界
に
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
財
産
だ
と

思
え
る
か
ら
で
す
。

婦
中
町

女

す
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
も
っ
と

電
灯
を
つ
け
て
、
夜
に
な
っ
て
も
子

供
達
に
空
港
や
そ
の
周
辺
の
道
路
を

見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
富
山

県
の

P
R
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

富
山
市

男

木
象
阪
は
、
離
れ
て
見
る
と
絵
の

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
素
材
は

す
べ
て
天
然
の
木
。
赤
い
部
分
は
イ

チ
イ
、

黒

い
部
分
は
カ
キ
、
白
い
部

分
は
ア
オ
ハ
ダ
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
が

使
わ
れ
て
い
る
。
木
を
、

用
い
る
前 -升エ

現
在
富
山
空
港
構
内
に
は
四
十

七
灯
の
電
灯
が
あ
り
、
午
後
八
時
す

ぎ
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
後
は
、
空
港
の
利
用
時
間
外
と
な

り
、
構
内
の
保
安
上
必
要
な
九
灯
の

み
点
灯
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

• に
十
分
に
乾
燥
す
る
。
水
を
含
ん
で

伸
ぴ
や
す
い
も
の
、
伸
び
に
く
い
も

の
と
様
々
。
こ
う
い

っ
た
点
も
考
え

あ
わ
せ
な
が
ら
作
業
が
す
す
め
ら
れ

る
。

ま
た
、
空
港
か
ら
国
道
四
十

一
号

ま
で
の
道
路
照
明
に
つ
い
て
は
、
空

港
利
用
時
間
以
降
交
通
量
が
減
少
す

る
こ
と
や
、
夜
間
照
明
が
稲
作
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
交

差
点
等
の
交
通
安
全
上
ぜ
ひ
必
要
な

箇
所
の
み
点
灯
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
稲
作
期
を
除
き
点
灯
す

る
こ
と
と
し
、
ま
た
交
通
量
の
推
移
、

市
街
化
状
況
等
を
み
な
が
ら
設
置
時

期
、
増
設
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

空
港
案
内
掲
示
が
わ
か
り
に
く
い

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
空
港

周
辺
に
は
、
空
港
を
案
内
す
る
道
路

標
識
を
六
基
設
置
し
て
お
り
、
夜
間

で
も
十
分
視
認
で
き
る
よ
う
配
慮
し

て
い
ま
す
。
他
の
看
板
と
の
混
同
を

さ
け
る
た
め
の
、
色
、
形
状
の
異
な

'性

る
も
の
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
色
、
形
状
等
は
統

一
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
変
更
す
る

」
と
は
現
状
で
は
困
難
と
存
じ
ま
す
。
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ふるさとを大きく育てるために 16~19 

児童手当が二人目の子どもにも支給されます一一一20
シリーズ成人病の予防(10) 21 
くらしの情報コーナー 22 
くらしの相談室 23 
トピックス 24・25
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県民ひろば 28 
シリーズ特産王国とやま 「木象首長」 表3
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エッセー 「心象の富山J

長4月号

• 
も

く

じ

木
象
献
は
す
で
に
天
平
時
代
(
圭
一
九

ー
七
四
八
)
の
作
品
が
遺
存
し
、

そ
の
後

技
術
が
途
絶
し
て
い
た
が
、
江
戸
時

代
末
期
に
再
興
さ
れ
、
富
山
に
は
、

明
治
四
十
三
年

(
一
九
一
己
)
、
故
中
島
杢

堂
に
よ
っ
て
そ
の
技
術
が
伝
え
ら
れ

た
。
杢
堂
は
、

昭
和
三
十
九

(
一九六四)

年
に
は
、

そ
の
功
績
や
芸
術
的
価
値

が
認
め
ら
れ
県
の
無
形
文
化
財
に
指

定
き
れ
て
い
る
。

木
象
献
は
、
約
二
十
種
類
の
木
を

材
料
に
作
ら
れ
る
。
木
の
色
調
、
木

目
の
模
様
、
ど
れ

一
つ
と
し
て
同
じ

も
の
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
、
木
を
選

ぶ
の
も
慎
重
に
な
り
、
銘
木
屈
だ
け

で
な
く
営
林
署
ま
で
も
足
を
運
ぶ
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。

生
か
せ
る
板
木
を
厳
選
し
、
削
り
、

そ
れ
を
糸
の
こ
で
く
り
扱
い
た
部
分

に

一
分
の
く
る
い
も
な
く
は
め
込
ん

で
い
く
。
厳
選
し
た
素
材
の
木
目
の

可
能
性
を
追
求
し
組
み
合
わ
せ
、
調

和
さ
せ
る
。
木
象
献
は
、
木
目
を
最

も
美
し
い
形
で
ひ
き
出
す
、
全
国
的

に
も
優
れ
た
美
術
工
芸
品
だ
。
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テレビで県政を紹介する 「こんにちは富山

県で、すJo 4月からは司会の稲垣アナウンサー

に加え、さわやかな女性レポータ-市井福子

さんが登場します。内容もいっそう充実して

より楽しくわかりやすくお送りします。

.県広報とやま 昭和61年 4月号ko.2077， 000部
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